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市
長　
調
査
の
結
果
、
無

償
で
占
有
使
用
し
て
い
る

団
体
は
な
く
、
営
利
目
的

の
活
動
も
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

議
員　
異
次
元
の
待
機
児

童
対
策
の
推
進
と
は
。

市
長　
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

講
じ
、
市
の
実
情
に
合
わ

せ
た
施
策
を
進
め
る
。

児
教
育
無
償
化
で
子
育
て

世
帯
へ
の
負
担
は
一
定
軽

減
さ
れ
る
が
、年
金
が
着
々

と
減
ら
さ
れ
る
中
で
、
介

護
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス
料

の
引
き
上
げ
な
ど
、
暮
ら

し
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
高
齢
者
対
策
の
大
胆
な

見
直
し
を
求
め
る
。

主
な
議
案

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

▶
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
元
気
体
操
（
美
女
木
１
丁
目
町
会
）

▶
民
間
に
よ
る
管
理
運
営
の
移
行
が
検
討

さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
戸
田
市
立

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

無
償
・
占
有
使
用
は

総
合
的
な
高
齢
者
対
策とは

待
機
児
童
対
策
は

総括質問

議
員　
総
合
的
な
高
齢
者

対
策
と
は
。

市
長　
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
お
け
る

各
事
業
を
中
心
に
、
介
護

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
効
果
的

な
対
策
を
進
め
て
い
く
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取

り
組
む
。

議
員　
「
教
育
」
に
お
い
て

い
う
な
ら
ば
、
こ
の
間
増

え
て
い
る
不
登
校
児
童
生

徒
の
原
因
究
明
、
対
策
に

も
力
を
入
れ
る
べ
き
。

地
域
経
済
の
活
性
化
は

消
費
の
ア
ッ
プ
な
く
し
て

存
在
し
な
い
。
来
年
度
は

消
費
税
10
％
増
税
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。
雇
用
対

策
と
と
も
に
、
市
民
生
活

へ
の
実
質
的
負
担
軽
減
が

必
要
。
来
年
度
は
国
の
幼

て
い
た
だ
い
た
と
認
識
。

議
員　
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
長
い
間
、

市
長
の
極
め
て
近
い
親
族

が
関
わ
っ
て
い
る
団
体
が

施
設
の
一
部
を
無
償
で
占

有
使
用
し
、
禁
じ
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
え
て
い
る
メ
ン
バ
ー
か

ら
金
銭
を
受
領
し
て
い
る

と
い
う
情
報
が
あ
る
が
。

市
長　
今
後
伸
ば
し
て
い

く
部
分
は
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
「
教
育
」
に

注
力
す
る
。
本
市
が
行
っ

て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
や
外
国
語
教
育
、
産
官

学
民
と
の
連
携
に
よ
る
最

先
端
の
教
育
の
流
れ
を
加

速
さ
せ
「
教
育
日
本
一
」
の

ま
ち
を
目
指
す
。
変
え
て

い
く
部
分
は
、
市
内
の
「
し

ご
と
」
を
す
る
環
境
の
悪

化
を
懸
念
し
て
い
る
。
経

済
と
雇
用
の
好
循
環
を
つ

く
る
た
め
、
経
済
・
雇
用

政
策
を
大
胆
に
実
行
し
、

議
員　
今
回
の
市
長
選
挙

で
は
、
選
挙
戦
以
前
よ
り
、

候
補
者
の
一
人
で
あ
っ
た

石
津
賢
治
氏
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
を
狙
っ
た
と
思
わ

れ
る
誹
謗
中
傷
の
ビ
ラ
や

デ
マ
や
う
そ
が
、
い
ろ
い

ろ
な
媒
体
を
通
じ
市
民
に

流
布
さ
れ
た
、
過
去
に
例

の
な
い
極
め
て
公
平
・
公

正
さ
を
欠
く
も
の
で
あ
っ

た
。
市
長
の
ご
見
解
は
。

市
長　
自
ら
の
主
張
を
市

民
に
訴
え
、
適
正
に
執
行

さ
れ
た
選
挙
で
当
選
さ
せ

議
員　
菅
原
市
長
は
、
こ

れ
ま
で
の
市
政
の
良
い
部

分
は
思
い
切
っ
て
伸
ば
し
、

変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
大

胆
に
変
え
る
と
述
べ
た
。

前
市
長
は
国
、
県
、
市
議

会
半
数
の
４
市
合
併
へ
の

圧
力
を
阻
止
し
た
が
、
そ

の
後
の
国
の
構
造
改
革
、

地
方
再
生
の
流
れ
に
従
っ

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
、

市
民
負
担
増
、
建
設
事
業

優
先
の
財
政
運
営
に
な
っ

て
い
る
。
菅
原
市
長
は
ど

こ
を
伸
ば
し
、
何
を
変
え

る
の
か
。

今回の市長選挙について
市長のご見解は

前市政の、どこを伸ばし、
何を変えるのか

平成会　伊
い と う

東 秀
ひでひろ

浩　議員 日本共産党戸田市議団　花
は な い

井 伸
の ぶ こ

子　議員

「適正に執行された選挙で当選」 「地域経済の活性化に取り組む」
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務
付
け
で
き
な
い
か
。

市
長　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
３

０
０
戸
以
上
に
は
、
保
育

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
市

と
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
２
０
０
戸
以
上

に
す
る
か
は
、
今
後
検
討

す
る
。

議
員　
工
場
移
転
の
跡
地

に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ

れ
、
学
校
の
教
室
や
保
育

市
長　
戸
田
競
艇
企
業
団

の
企
業
長
と
し
て
、
競
艇

の
中
央
団
体
と
の
良
好
な

関
係
を
構
築
し
、
Ｓ
Ｇ
競

走
の
誘
致
に
積
極
的
に
努

め
る
。

議
員　
待
機
児
童
の
要
因

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

よ
る
人
口
の
増
加
に
起
因

し
て
い
る
。
２
０
０
戸
以

上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

は
、
保
育
園
の
設
置
を
義

園
が
不
足
す
る
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

世
代
の
入
居
は
人
口
構
成

上
、
問
題
が
あ
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
制
限
や
、

高
さ
制
限
も
必
要
で
は
。

市
長　
マ
ン
シ
ョ
ン
は
環

境
に
も
影
響
が
あ
り
、
用

途
地
域
に
応
じ
て
高
さ
制

限
を
し
て
い
る
。
引
き
続

き
良
好
な
都
市
環
境
に
努

め
る
。

主
な
議
案

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

▶
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

待
機
児
童
対
策
を

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
も

制
限
が
必
要
で
は

総括質問

大 阪 北 部 地 震
・

平成30年7月豪雨

この地震に関連して、定例会最終日 ( ６月
25 日 ) の本会議で市長より、次のとおり報告
がありました。

この地震で、登校時の児童がブロック塀の
倒壊に巻き込まれて亡くなった事故を受け、
本市でも市内小中学校及び通学路、また、市
内の全公共施設の安全点検を行っている。

笹目中学校、美女木小学校のブロック塀に
ついては、現在の建築基準法の改正前の状況
であることから、至急修繕等の対策をとるよ
う指示をした。

公道に面した危険なブロック塀等の撤去や
改修に対して、既存の制度以外の新たな支援
制度の開始を検討する。

６
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北

部
を
震
源
と
し
た
地
震
、ま
た
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者

の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

議
員　
戸
田
競
艇
企
業
団

か
ら
の
配
分
金
は
、
戸
田

市
の
財
政
を
支
え
て
き
た
。

55
億
円
も
の
配
分
金
が

あ
っ
た
時
代
も
あ
る
が
、

平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
５
億

円
と
な
っ
て
い
る
。
最
近

は
、
８
大
レ
ー
ス
の
Ｓ
Ｇ

競
走
が
７
年
も
開
催
さ
れ

て
い
な
い
。
市
長
は
競
艇

の
企
業
長
と
し
て
、
日
本

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

と
の
関
係
を
構
築
し
、
Ｓ

Ｇ
競
走
が
開
催
さ
れ
る
よ

う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

戸田競艇でＳＧ競走が　
開催されるよう努力を

　無所属　高
た か は し

橋 秀
ひ で き

樹 議員

「誘致に積極的に努める」

▲平成 30 年７月豪雨の支援の一環として、７月 19 日の夕刻、
市内３駅に赴き、駅頭募金活動を行いました


